














保護者の皆様へ 

 

昨今の経済状況は、国際化、情報化のめまぐるしい動きの中で大きく揺れ動いていますが、就職活動においては学

生に有利な「売り手市場」がこの数年続いていると言われております。その一方で現在の就職活動は、保護者世代のも

のとは手順や内容、スケジュールなどが大きく異なり、やるべきことが多岐にわたっているという意味では「保護者世

代の頃より大変」と言えます。 

そうした中で、保護者の皆様からは「子どもの就職活動は心配だけれども、何をしてあげられるのかわからない」

という戸惑いの声も聞かれます。これまでの高校や大学受験とは異なり一人ひとりの正解が違う就職活動において、社

会に踏み出す一歩は自分で決めたいという子どもの姿に、自立を尊重して支援の手を控えるべきなのか、保護者として

は大いに悩ましいところかと思います。 

では保護者は、なにも支援をしない方が良いのか、というとそんなことはありません。子どもも保護者からの支援

を歓迎している傾向もあり、実際、学生のアンケートにも「こんな支援が嬉しかった」という声が寄せられています。

しかし逆に「こういうことをされて嫌だった」という声も寄せられるのも事実です。この２つの声の違いは就活生に対

する理解の差にほかなりません。 

学生の「うれしかった」という支援ができるよう「保護者の皆さまだからできること」を次の３つのステップを通

じてご確認いただき、今の就職活動や子どもたちの置かれている状況についての正しい理解と、家庭での環境づくりや

適切なアドバイスといった保護者のサポートを是非お願いいたします。 
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STEP.１ 今の就職活動を知る 

 

○ 就職活動のスケジュール 

グローバル化や情報通信技術の進展により、社会構造が大きく変化している昨今、企業の採用活動も大きく変わろう

としています。 

たとえば、採用スケジュールひとつとってみても、2018年 10月には、日本経済団体連合会（経団連）は 2021年 3

月卒業（現３年生）から就活ルール（広報活動と採用選考活動の開始時期の申し合わせ）を廃止するという明言があり

ましたが、その後政府によって 2021年卒は現行のスケジュールの維持について要請があり、当面は変更なしとの方向

性が示されたものの、現実的にはこのルールより早めに採用活動を始める企業も多くあります。さらに、2020年には

東京オリンピック開催に伴い、大規模な一斉採用活動がおこない難いという背景もあり、就職活動スケジュールの全体

的な早期化が予想されています。 

また本格的な就職活動を前に自身の仕事観の涵養や社会経験を求めて推奨されてきた「インターンシップ」も、いま

では就職活動の前哨戦として参加しておくべきという意識が企業側にも学生側にも浸透してきています。その意味でも

３年生の年末までには進路意識や自身の強み・経験の整理をし、就職活動に備えるようにしたいものです。 
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○ インターネットを使った就職活動 

かつて就職活動といえばハガキで資料請求をし、履歴書を郵便で送る紙が主役の時代もありましたが、いまのネット

社会にあっては選考にあたっても多様な方法が取られるようになりました。その一方で学生は溢れかえる大量の就職活

動情報の中で情報の取捨選択に迫られています。 

企業に対して就職希望の意思表示を行う「エントリー」から始まります。その方法は、企業側の専用 HPや就職情報

サイトなど、インターネット経由で行うのが一般的です。期間内にエントリーを行わないとその後の選考には進めませ

ん。また、選考中はメールで連絡をする企業も多く、企業研究で最新の情報をチェックするなど、活動をスムーズに行

うためには PCやスマートフォンなどのネット環境は必須です。  
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STEP.２ 就活生の気持ちを知る 

 

○ 就活生が保護者にしてもらってうれしかったこと 

・金銭的・物質的な援助をしてくれた 

就職活動にかかった費用の筆頭に「交通費」を挙げる学生は多い。また物質的な

援助としてスーツや食事（一人暮らしの学生への仕送り）等、就職活動を進める上で

必要なものをタイミングよく補給し、活動を支えてくれたことに感謝する学生の声を

よく聞きます。 

・個性を尊重し、自分の活動を肯定してくれた 

干渉し過ぎず、しかし興味を示さないということでもない、ほどよい距離を保ちながら見守ってくれる保護者の姿勢

に、学生は感謝の気持ちを持つようです。信頼されているんだ、自分の判断に任せてもらっているんだ、という気持ち

が学生本人の自信・自己肯定感につながっているようです。 

・励まし、癒し、心の支えになってくれた 

なかなか内定が出ずに焦ったり、落ち込んだししている時、面接が重なって慌ただしくなっている時に、言葉や態度

で励まし、いたわり、時には気分転換を促してくれたり、といった応援が就活生にとってはうれしいものです。直接就

職活動を手伝うことはできなくても、気持ちの面でサポートは就活生にとって安定した就職活動を続けていく助けにな

っているようです。 

 

 

○ 就活生がいやがること 

・企業選び・進路、活動の進め方に意見された 

選考が進んでいる企業や内定を受けた企業について評価意見を言われた、というのが学生にとってはたいへんストレ

スです。自分なりに調べ、理解を深めている企業について、知名度や企業規模、業種などの自分とは違う観点でダメ出

しをされるのは学生にとっては辛いものです。もちろん保護者としては、気付いていない視点を提供するというアドバ

イスの気持ちもあってのことかと思います。いまの時代の多様な生き方・働き方の中で彼らが選んでいることを受け止

めて、きちんとコミュニケーションをとりたいものです。 

 

・保護者、他世代、兄弟などの他の人と比べられた 

今とは異なる採用活動の方法やスケジュール、経済状況などが違う時代と比較して

就職活動を語るのは学生にとっては困惑するところがあります。また近くの人と比

較されたりするのは、思った以上にプレッシャーに感じるものです。今の就職活動

をとりまく多様な環境を理解し、どうのように就活生が考えて活動を進めているの

かを受け止める必要がありそうですね。  



STEP.３ 保護者のサポートを知る 

 

【１】就職活動の環境を整える 

・健康管理 

就職活動中の学生は多忙です。期限の迫ったエントリーシートを書くのに夜中までかかったり、１日に何社も訪問し

面接を受けたりもします。そして大学では授業を受け、課題もこなさなければなりません、つい、食事がおろそかにな

ったり、睡眠不足になったりと生活が不規則になりがちです。ご家庭でできるだけフォローをしてあげてください。 

・就活に役立つ情報収集への援助 

就活生の気持ちの中で、保護者からの応援で嬉しかったことに経済的な支援がありましたが、同時に今の就職活動に

おいて必須なのはパソコンです。企業へのエントリーはもとより、ｗｅｂテスト、企業への連絡などはインターネット

を介して行われることがほとんどです。スマホ等のモバイル端末でもインターネットにはつながりますので、ご自宅で

取られている新聞等と合わせて日々の時事問題やニュースなどをチェックすることで、企業研究にもなります。そうし

た情報に接するための支援は就活生にとってもありがたいことです。 

また自宅でｗｅｂテストを受けたり、インターネットを介してのｗｅｂ面接を取り入れる企業も出てきていますの

で、そうした時には、静かに集中できる環境を整えてあげるのも、家庭でできる支援のひとつでしょう。 

 

【２】見守る・・・心のよりどころになる 

保護者はお子さまのことが心配で、就活状況を知りたいし、助け舟も出してあげたいこ

とでしょう。きちんとできていないと感じれば、注意もしたくなるかもしれません。でも

そうした気持ちを抑えて、就職活動でたいへんな思いをし、不安を抱えているお子さんの

心情を察してあげてください。 

必要な時にはいつでもサポートをする、ということを言葉で伝えましょう。 いつでも

手の届くところで見守っていることをお子さんにわかるようにしておくことが大切です。 

就職活動の主役はあくまで就活生自身です。お子さんが今、どんな様子なのかを良く見極

めて、その気持ちに寄り添ってあげてください。 

 

【３】相談に乗る・・・社会人としてのアドバイスを 

働いていらっしゃる保護者の方は、ぜひ先輩社会人としてのアドバイスをお願いします。

就活生の気持ちの中で、就活生がいやがることに自分で選んだことや活動に意見をされるこ

とがありましたが、そうした批評ではなく、保護者の方自身の失敗談や自分はなぜその仕事

に就いたのか、影響を受けた先輩などの体験談を“具体的”に話すことは、お子さまが仕事

や組織に興味を持ったり、働くことへのイメージを持つ手助けになるでしょう。 

またアドバイスを求められた時には、まず「自分ではどのように考えているのか」を訊い

てあげてください。これからは自分で考え、判断し、行動する人物が求められていきます。

ぜひ、お子さまが自分で答えを探す手助け、方法を伝えてあげてください。 








